


























同建議理由書は,体育を「第一 大体上」,「第二 教育上」,「第二 軍事上」,「第四 殖産上J,
































































































































































































































































































































































































































































































ヘルバル ト派のラインによる『小学校における教授の理論と実際(TheOrie und Praxis desv01ksshul
入江克己 :日本近代体育の思想と実践 (3)










































































































































































































鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 27巻 第 1号
予ハ『ヘルバル ト』教育説ヲ排スルモノエアラス,或ル点二おテハ崇拝ノー人ナルモ,其是ヲ是 ト
























メントスルハ,到底実際二適セサル論」9であるが, しかし, これも「五段ヲ説クモノ 咎ゝエアラズ
シテ,之ヲ応用スルモノ 謬ゝナラン」9とヘルバルト派教育理論の形式的,機械的応用を批判してい
る。




















































鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 27巻 第 1号       151
田利英 明治30年),「女子体育了9(ベルツ 三島通良訳 明治32年)等の論文が見られる。また,
中央誌のみならず『信濃教育会雑誌』にも「女子の体育Ψ 1/1林ヽ要二郎 明治31年)のほか,「体格
検査ノ結果ニツキテノ私見学D(明治32年),「論説 女子の体育と服装g劾 (明治32年),「女子体操時


























































































補   註
(1)『教育時論」 第458号 明治31年1月5日 pp32～33
(2)同前 p33
(3)「第十二議会における教育問題 (二)J同前誌 第473号 明治31年6月5日 pp20～21
(4)「全国尋常中学校長会議の概況 (其二)J 同前誌 第485号 明治31年10月5日 p24
(5)同前 p24
(6)同誌 第523号10月25日
(7)同 誌 第524号 11月5日
(8)同 誌 第529号 12月25国
(9)同誌 第530号1月5日
(10)同 誌 第538号 3月25日
(11)同 誌 第539号 4月5日
(12)前掲誌 p63
(13)「久保田文相の演説J 同前誌 第702号 明治37年10月15日 p35
(14)「久保田文相の女子体育談」 同前誌 第706号 明治37年11月25日 p37
(15)同前 p37
(16)同前 p37
(17)「体操属行の建議」 第706号 明治37年11月25日 p38
(18)真行寺朗生 『近代日本体育史』 浅見文林堂 昭和10年 p156所収
(19)「井口氏体操科授業状況視察復命書」 『教育公報』 第283号 真行寺朗生 前掲書 pp158～159所収












会雑誌』 第199号 明治32年8月20日 p26)との主張は,典型的であると云えよう。
(25)「附録 体操遊戯取調報告 文部省J 『教育時論』 第748号 明治39年1月25日 pl
(26)同前 pl









(36)「附録 体操遊戯取調報告 文部省」 前掲誌 pl
(37)川瀬は,『教育時論』でも「瑞典式体操法上・下」(同誌 第614号 切治35年5月5日 第615号 明治35
年 5月15日)として紹介,解説している。
(38)「体操遊舷に就て」 同前誌 第749号 明治39年2月5日 pp 5～6
(39)「新体操法に就いて」 同前誌 第749号 明治39年2月5日 p4
(40)「我邦の体操界に対する希望 (上)『普通教育における体操取調報告』を読む」 同前誌 第768号 明治39
年8月15日 pp21～22
(41)「附録 体操遊戯取調報告 文部省」 前掲誌 pl
(42)同前 p10
(43)石山I行平 海後宗臣 梅根悟他編 『教育文化史大系 I』 金子書房 昭和28年 pp244 参照のこと
(44)同前 p245
(45)同前 p245
(46)同 誌 第480号 明治31年8月15日 pp35～36
(47)同前誌 第648号 明治36年4月15日 p39
(48)西脇英逸 「明治期近代外国思想の受容――ヘルバル ト教育思想を中心として一一」 『大阪教育大学紀
要』 第21巻 第Ⅳ部門 昭和47年 参照のこと
(49)藤原喜代蔵 『明治 。大正 。昭和教育思想学説人物史』 第2巻 東亜政経社 昭和8年 p289
(50)「明治29年の教育小史」 『教育時論』 第421号 明治29年12月25日 p9
(51)同前 p9
(52)同 書 金港堂 明治26年 p3
(53)稲垣忠彦 『明治教授理論史研究』 評論社 昭和41年 p182
(54)西脇英逸 前掲紀要 p17
(55)「ヘルバルトの教育学を論ず (上)J 同誌 第374号 明治28年8月5日 p5
(56)「刀ヽ学教師のヘルバルト派に対する泣言」 同前誌 第407号 明治29年8月5日 p13
(57)藤原喜代蔵 前掲書 第2巻 pp291～292
(58)「小学教師のヘルバルト派に対する泣言」 同 誌 第407号 明治29年8月5日 p13






鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 27巻 第 1号       155
(60)久木幸男 鈴木英一 今野喜清編著 『日本教育論争史録』 第2巻 第一法規 昭和55年 pp109～110
(61)同 誌 第358号 明治28年3月25国 p28
(62)同前誌 第366号 明治28年6月15日 p12
(63)同前 p12
(64)同前誌 第361号 明治28年4月15日 p13
(65)「其一J 『東京密漢会雑誌』 第178号 明治30年11月20日 pp 6～7
(66)同前 p7
(67)「其三」 同前誌 第181号 明治31年2月20日 pp15～16
(68)「其二」 同前誌 第179号 明治30年12月20日 p3
(69)同前 p3
(70)「其四」同前誌 第182号 明治31年3月20日 p8 傍点松本
(71)同前 pp13～14
(72)同 前 pp14～15 傍点松本
(73)「其三J 前掲誌 p17
(74)同前 pp17～18
(75)同 誌 第173号 明治30年6月20日
(76)同 誌 第173号 明治30年6月20日
(77)同 誌 第175号 明治30年8月20日
(78)同 誌 第175号 明治30年8月20日
(79)同 誌 第198号 明治32年8月20日
(80)同 誌 第137号 明治31年2月25日
(81)同 誌 第148号 明治32年1月25日,第149号 明治32年2月25日
(82)同 誌 第154号 明治32年7月25日
(83)同 誌 第155号 明治32年8月25日
(84)同 誌 第156号 明治32年9月25日
(85)『東京著漢会雑誌』 第190号 明治31年1月28日 pp 9～lo
(86)同前 ppll～12
(87)同前誌 第203号 明治32年12月20日 pp 2～3
(88)同前 pp 7～8
(89)同前誌 第198号 明治32年8月20日 p12
(90)同前 p12
(91)同前誌 第198号 明治32年8月20国 p18
(92)同前 p19
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